
■対角7.208mm（1/2.5型）
有効724万画素（3112H×2328V）

■画素サイズ：1.86μｍ角単位画素
■5フィールド読み出し方式
■VGA 30frame/sの動画撮像対応

VGA 動画撮像対応
民生向け高解像度デジタルスチルカメラ用
CCD 

対角7.208mm（1/2.5型）有効724万画素カラーCCD

ICX629 シリーズ
[ICX629AQN/CQV/CQZ]

開発段階では幾多の試行錯誤を繰り返しま
したが、メンバーが一丸となって、ソニー
独自の微細化技術を進化させ
ることで、CCDの画素サイ
ズは高性能を確保したまま、
ついに2.0μm角単位画素を
切ることに成功しました。
トレンドの最先端を走る
ICX629シリーズをぜひご活
用ください。

今後の民生向けコンパクトデジタルスチル

カメラ市場では、1/2.5型の光学サイズで高

ISO感度特性を有し、なおかつ600万画素

を超えるCCDを搭載したモデルが主力にな

ると見られています。ソニーでは、この市

場トレンドを先取りし、独自の微細化技術

をさらに進化させることで、1/2.5型600万

画素CCD（ICX624シリーズ）に加え、700万

画素の高性能CCD ICX629AQN/CQV/CQZ

（以下、ICX629シリーズ）を商品化しまし

た（表-1）。

画素微細化
ICX629シリーズでは、従来品2.03μm角

単位画素を、業界最小となる1.86μm角単

位画素へ微細化させることで、1/2.5型CCD

での多画素化を実現しています。同時に感

度特性、飽和信号量（ダイナミックレンジ）、

スミア等の高性能化のため、これらの基本

特性を決定づけるフォトダイオードと画素

開口面積の最大化を行いました（図-1）。こ

れにより、2.03μm角単位画素と比較して

画素面積が16%縮小しているにもかかわら

ず、垂直転送レジスタの細線化（16％縮小）

等により、開口面積およびフォトダイオー

ドサイズは従来品と同等レベルを維持して

います。また、画素への入射光透過率は約

15％、集光率は約10％改善しました。

画素特性
これら画素サイズの微細化と基本特性改善

技術により、基本特性は2.03μm角単位画

素CCDからの単位面積比で約20％改善さ

せ、従来品と同等以上の感度および飽和信

号量を達成しました（表-2）。

出力回路オープンソース化
ICX629シリーズは暗時ノイズ抑制のため、

CCD内部において最も大きな熱源となって

いる出力回路のMOSFETの一部をCCD

外部へ移しました。そのため、出力端子は

オープンソースの構成になっています（図-2）。

これにより、CCD内部での発熱が減少し、

従来品と比較して画素から発生する暗電流

を約10％低減しました。

バッファIC
オープンソース出力回路にも対応したバッ

ファICとして、高速かつ低消費電力の

“CXA3691EN”を用意しました。オープン

ソース出力回路は、ノイズ抑制技術の一つ

として今後のスタンダードになると思われ

ます。ICX629シリーズと共に“CXA3691EN”

をぜひご活用ください。
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コンパクトデジタルスチルカメラ市場では、従来からの高解像度化に加え、高

ISO 感度化の要望も高まっており、イメージセンサにおける画素サイズの微細

化と高感度特性・広いダイナミックレンジ・低ノイズは、常に進化を求められて

います。

今回ソニーでは、これらの要求に応えるべく、独自の微細化技術を進歩させ、

対角7.208mm（1/2.5型）有効724万画素インタライン型CCD

“ICX629AQN/CQV/CQZ”を商品化しました。同CCDは、業界最小とな

る1.86 μm角単位画素で構成されており、なおかつ高い撮像特性を実現して

います。また、水平&垂直画素加算機能を搭載しており、VGA30frame/s相

当の高画質動画撮影が可能です。



素子構造表-1

オープンソース化図-2

画素サイズ微細化図-1

撮像特性表-2


